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空
き
家
・
空
き
地
の
利
活
用
を

支
援
し
ま
す

問
合
せ
／
建
築
住
宅
課
空
き
家
対
策
担
当

商
工
業
の
活
性
化
の
た
め

商
工
業
者
を
応
援
し
ま
す

問
合
せ
／
商
工
課
商
業
振
興
担
当

　
家
財
片
付
け
等
支
援
事
業

�

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
に

空
き
家
を
登
録
申
請
し
て
い

る
人

■�

補
助
内
容
／
家
財
な
ど
の
片
付

け
に
要
す
る
経
費
、
空
き
家
の

清
掃
に
要
す
る
経
費（
上
限

20
万
円
）

　
隣
接
地
取
得
支
援
事
業

�

自
己
所
有
地
な
ど
と
２
メ
ー

ト
ル
以
上
接
す
る
隣
接
地
を

取
得
し
、
空
き
家
を
利
活
用

ま
た
は
除
却
す
る
人

■�

補
助
要
件
／
次
の
い
ず
れ
か
を

満
た
す
こ
と

　
①�

２
０
０
㎡
未
満
の
土
地
、
無

接
道
地
、
異
形
の
土
地
で
あ

る
隣
接
地
を
取
得
す
る
こ
と

で
そ
れ
ら
を
解
消
す
る
こ
と

　
②�

自
己
所
有
地
な
ど
が
２
０
０

㎡
未
満
の
土
地
、無
接
道
地
、

異
形
の
土
地
で
あ
る
場
合
に

隣
接
地
を
取
得
す
る
こ
と
で

そ
れ
ら
を
解
消
す
る
こ
と

■�

補
助
内
容
／
空
き
家
を
利
活

用
、
ま
た
は
空
き
家
を
除
却
し

土
地
を
利
活
用
す
る
た
め
の
、

隣
接
地
の
取
得
に
要
す
る
経
費

（
上
限
１
２
０
万
円
）

　
・�

測
量
、
境
界
明
示
、
登
記
不

動
産
取
得
の
仲
介
手
数
料

（
上
限
50
万
円
）

　
・�

隣
接
地
に
お
け
る
建
築
物
な

ど
の
除
却
・
改
修
費
用（
指

定
区
域
内
の
場
合
上
限
70
万

円
、
指
定
区
域
外
の
場
合
上

限
50
万
円
）

　
空
き
家
改
修
支
援
事
業

■�

補
助
内
容
／
空
き
家
の
改
修

費
用
に
対
す
る
補
助（
上
限

１
２
０
万
円
）

　
・�

移
住
者
が
住
宅
を
改
修
す
る

場
合
、
上
限
１
２
０
万
円

　
・�

移
住
者
以
外
が
住
宅
を
改
修

す
る
場
合
、
上
限
70
万
円

　
・�

住
宅
以
外
を
改
修
す
る
場
合
、

上
限
50
万
円

　
・�

空
き
家
を
地
域
活
性
化
な
ど

に
資
す
る
施
設
と
し
て
改
修

す
る
場
合
、
上
限
60
万
円

�

各
補
助
金
の
詳
細
に
つ
い
て

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
建
築
住
宅
課
空
き

家
対
策
担
当
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①�

商
工
業
地
域
活
性
化
支
援
事
業

費
補
助
金

�

中
小
企
業
者
、
本
市
の
産
業

振
興
を
目
的
と
し
て
組
織
さ

れ
た
団
体
な
ど

■
補
助
金
額
／
表
１
の
と
お
り

②
創
業
支
援
事
業
費
補
助
金

�

市
内
に
居
住
ま
た
は
転
入
し
、

令
和
３
年
度
に
創
業
を
行
う
人

■
補
助
金
額
／
表
２
の
と
お
り

③
消
費
喚
起
促
進
事
業
費
補
助
金

�

２
者
以
上
の
中
小
企
業
者
で
組

【表１】
事業名 内容 上限額 補助率

商業活性化
事業

商店街などへの集客を図るためにイ
ベントなどを行うもの 20万円 対象事

業費の
1/2上記を指定区域※で行うもの 30万円

商店街基盤
整備事業 商店街の施設などを整備するもの 20万円 1/2

新商品等開
発支援事業

商品・製品の開発、試作品の製作を
行うもの 30万円 2/3

公益事業 社会貢献活動や地域づくり活動を行
うもの（指定区域に限る） 20万円 1/2

空き店舗
活用事業

指定区域にある空き店舗を活用して
行う事業 30万円 1/2

販路拡大
支援事業

県外・ウェブサイトで開催される見
本市、展示会などに参加するもの 20万円 2/3

※�指定区域…米沢市立地適正化計画に定める都市機能誘導区域の商業地域
および近隣商業地域

【表２】
事業名 内容 上限額 補助率

創業支援事業 市内で創業を行うもの 30万円 1/2
若手創業支援事業 上記を40歳以下の人が行うもの 50万円 1/2
※�市内に転入してから 1年未満（大学での就学期間を除く）で創業する場
合は、上限額に 50万円加算

織
さ
れ
た
団
体
、
個
人
消
費
喚

起
を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
団
体

■�

対
象
事
業
／
市
内
の
個
人
消
費

喚
起
お
よ
び
販
売
促
進
に
繋
が

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
事
業

■�

補
助
金
額
／
対
象
事
業
費
の
３

分
の
２（
上
限
50
万
円
）

【
①
②
③
共
通
事
項
】

■�

募
集
期
間
／
随
時
※
予
算
に
達

し
次
第
終
了

■�

申
請
上
の
注
意
／
１
団
体
に
対

す
る
補
助
は
１
年
度
中
１
回
限
り

日時

申込締切 申込先 申込方法 その他問合せ

期間 時間 場所 内容 講師 対象 定員 費用 持ち物
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詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

米沢の生活をナビゲーション！市役所へのお問合せはこちらまで　22-5111（代表）

募
集

催
し
物

福
祉

　

桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

�
桜
の
開
花
状
況
に
合
わ
せ
て
４

月
上
旬
～
中
旬
を
予
定
。

18
時
～
22
時
30
分

松
が
岬
公
園
、
北
村
公
園

都
市
計
画
課
公
園
緑
地
担
当

　
成
人
式

�

５
月
４
日（
火
・
祝
）開
場
12
時
30

分
、
開
式
13
時
30
分

市
営
体
育
館

�

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
進
学
や
就
職
な
ど
で
市
外
に

転
出
し
て
い
る
人
も
参
加
可
。

�

成
人
式
当
日
を
含
む
期
間
で
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
地
域
か
ら
の
参
加
は
お
控
え

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
誓
い
の
こ
と
ば
代
表
者
募
集
】

■�

募
集
人
員
／
成
人
代
表
誓
い
の

こ
と
ば
１
人
※
応
募
多
数
の
場

合
は
別
途
調
整
の
上
決
定
。

�

電
話
、
は
が
き
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、電
話
番
号
を
報
告
。

※
自
薦
、
他
薦
問
わ
ず（
他
薦
は
必

ず
本
人
の
了
承
を
得
る
こ
と
）。

４
月
15
日
㈭
必
着

�

〒
９
９
２-

８
５
０
１
金
池

５
丁
目
２-

25
総
務
課
総
務
担

当
☎
（
22
）
５
１
１
１	

	
so
u
m
u
-k
a
@
city.

yonezaw
a.yam

agata.jp

　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
２
０
２
１

　
小
野
川
温
泉
近
く
の
水
田
に
稲

を
植
え
絵
を
描
き
ま
す
。
今
年
の

図
柄
は
「
温
泉
む
す
め
小
野
川
小

町
」
で
す
。
※
田
植
え
体
験
は
市

民
限
定
で
の
募
集
を
予
定
。

■�

見
頃
／
６
月
下
旬
～
９
月
中
旬

�

観
光
課
・
農
林
課
ま
た
は
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▽http://

tanbo-art.com
/

　

東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
震
災
か
ら
10
年
と
い
う
節
目
の

年
、
東
北
６
県
と
Ｊ
Ｒ
な
ど
が
一

体
と
な
り
、
大
型
の
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

４
月
１
日
㈭
～
９
月
30
日
㈭

�

観
光
課
ま
た
は
東
北
Ｄ
Ｃ
公
式

サ
イ
ト
▽https://w

w
w
.

tohokukanko.jp/dc/
�

米
沢
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
盛

り
上
げ
るTO

HO
KU

サ
ポ
ー

タ
ー
募
集
中
で
す
。

　

米
沢
み
ち
サ
ポ
ー
タ
ー

　
町
内
会
や
企
業
で
花
植
え
や
清

掃
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

市
道
の
歩
道
・
植
樹
桝
な
ど
で
、

清
掃
・
除
草
・
花
植
え
を
行
う

こ
と
が
可
能
な
地
域
住
民
団

体
、
企
業
、
従
業
員
団
体
な
ど

４
月
20
日
㈫

土
木
課
管
理
担
当

�

活
動
団
体
に
は
、
花
苗
や
ご
み

袋
の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
の
加
入
な
ど
を
市
が
支
援
。

　

市
民
農
園
利
用
者

　
健
康
づ
く
り
や
家
族
の
ふ
れ
あ

い
の
場
と
し
て
市
民
農
園
を
利
用

し
ま
せ
ん
か
？

�

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
民
農
園（
８
区

画
）、愛
宕
市
民
農
園（
16
区
画
）、

皆
川
球
場
市
民
農
園（
13
区
画
）

■�

区
画
面
積
・
賃
料
／
１
区
画
約

33
㎡
（
10
坪
）、
年
間
５
千
円

■�

貸
付
期
間
／
５
月
～
11
月

�

４
月
14
日
㈬
必
着

�

農
政
課
農
産
担
当

　

さ
つ
き
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク

　

５
月
の
１
か
月
間
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
の
部
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
で

専
用
の
ア
プ
リ
で
各
自
の
走
行
距

離
や
歩
数
を
記
録
し
、
ス
マ
ホ
上

で
参
加
者
同
士
競
い
ま
す
。

■�

イ
ベ
ン
ト
期
間
／
５
月
１
日
㈯

～
31
日
㈪
予
定
※
申
込
受
付
中

�

【
イ
ベ
ン
ト
全
般
に
関
し
て
】	

▼
（
一
財
）
ア
ー
ル
ビ
ー
ズ
ス

ポ
ー
ツ
財
団

satsuki_
runw

alk@
runners.co.jp	

【
市
独
自
の
取
り
組
み
に
関
し

て
】
▼
米
沢
市
Ｆ
Ｕ
Ｎ
＋
Ｗ
Ａ

Ｌ
Ｋ
推
進
事
業
実
行
委
員
会
事

務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
課
健
康
ス

ポ
ー
ツ
担
当
）

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

■�

名
称
／「
米
沢
市
学
校
施
設
長
寿

命
化
計
画
（
案
）」

■�

閲
覧
場
所
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

教
育
総
務
課
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、置
賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
、ア
ク
テ
ィ
ー

米
沢
、
ナ
セ
Ｂ
Ａ
、
上
杉
博
物
館

（
伝
国
の
杜
）、
市
営
体
育
館

４
月
20
日
㈫

■�

提
出
方
法
／
意
見
と
と
も
に
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
子
メ
ー
ル
・
電
子
申
請
の
い

ず
れ
か
で
提
出
。

■�

提
出
先
・

〒
９
９
２-

０
０
１
２
金
池
３
丁
目
１-

14
置

賜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
教
育
総
務

課
学
校
整
備
担
当
FAX
（
21
）

６
９
２
５

ksoum
u-ka@

city.
yonezaw

a.yam
agata.jp

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

　
重
度
の
障
が
い
者
が
、タ
ク
シ
ー

や
自
家
用
車
を
使
用
す
る
場
合
に
、

料
金
や
燃
料
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
※
併
用
申
請
不
可
。

�

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

（
上
肢
・
聴
覚
障
が
い
の
み
の

方
は
１・
２
級
）
②
療
育
手
帳

Ａ
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
※
自
動
車
燃
料
費
助
成

事
業
は
、
重
度
の
障
が
い
者
も

し
く
は
家
族
が
使
用
し
て
い
る

自
家
用
車
の
自
動
車
税
、
ま
た

は
軽
自
動
車
税
が
減
免
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
各
種
手
帳
の
取

得
が
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

の
人
が
対
象
。

■�

助
成
内
容
／
【
タ
ク
シ
ー

券
】
１
回
に
つ
き
小
・
中
型
車

５
０
０
円
、
大
型
車
６
０
０
円

の
助
成
券
を
年
度
内
26
枚
発
行

【
自
動
車
燃
料
費
助
成
】
年
１
回

上
限
６
０
０
０
円

�

タ
ク
シ
ー
券
は
、
電
話
ま
た
は

窓
口
で
申
請
※
自
動
車
燃
料
費

の
受
付
は
７
月
１
日
㈭
か
ら
。

�

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支

援
室
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日時

申込締切 申込先 申込方法 その他問合せ

期間 時間 場所 内容 講師 対象 定員 費用 持ち物

補
助
金

防
災

農
業

交
通
安
全

そ
の
他

　

協
働
提
案
制
度
補
助
金

�
公
益
的
な
活
動
を
行
う
団
体
に

よ
る
、
地
域
づ
く
り
や
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
て
市
民
を
対

象
に
行
う
事
業

■�

補
助
金
額
／
１
件
当
た
り
上
限

50
万
円

■�

交
付
件
数
／
予
算
額
２
０
０
万

円
の
範
囲
内
で
交
付

４
月
14
日
㈬

�

地
域
振
興
課
地
域
振
興
担
当

�

提
案
内
容
は
公
の
場
で
発
表
い

た
だ
き
、
協
働
推
進
市
民
会
議

に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

地
産
木
材
を
使
っ
た
住
宅

　

な
ど
へ
の
補
助
金

�

地
産
木
材
を
使
い
、
市
内
に
新

築
・
増
改
築
・
購
入
す
る
住
宅

な
ど
で
、自
ら
使
用
す
る
も
の
。

■�

条
件
／
次
の
全
て
を
満
た
す
こ

と
①
構
造
材
な
ど
は
米
沢
産
材

を
70
％
以
上
使
用
し
、
か
つ
地

産
木
材
の
費
用
総
額
が
30
万
円

を
超
え
る
こ
と
②
市
内
建
築
業

者
が
施
工
す
る
も
の

■�

補
助
金
額
／
地
産
木
材
の
費
用

総
額
の
２
分
の
１
以
内（
構
造

材
な
ど
が
全
て
米
沢
産
材
の
場

合
は
最
大
20
万
円
、
そ
れ
以
外

は
最
大
15
万
円
）

�

４
月
16
日
㈮（
17
時
郵
送
必
着
）

※
締
切
終
了
後
に
予
算
が
残
っ

て
い
る
場
合
、
２
回
目
の
受
付

を
23
日
㈮
か
ら
先
着
順
で
実
施
。

予
算
額
に
達
し
次
第
、
終
了
。

�

森
林
農
村
整
備
課
林
業
振

興
担
当

�

申
請
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
可
。１
回
目
受
付
時
、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　

住
宅
に
関
す
る
補
助
金

　
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
人
へ

の
補
助
金
で
す
。
※
詳
細
要
問
合
せ

【
や
ま
が
た
の
家
需
要
創
出
事
業
費

補
助
金
】

■
補
助
率
／
10
％（
上
限
12
万
円
）

【
移
住
・
定
住
促
進
事
業
費
補
助
金
】

■
補
助
率
／
20
％（
上
限
30
万
円
）

■�

募
集
期
間
／
第
１
期
：
４
月
１
日

㈭
～
、
第
２
期
：
９
月
１
日
㈬
～
�

建
築
住
宅
課
住
宅
指
導
担
当

�

耐
震
改
修
工
事
に
は
、
別
途
、

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す（
補
助

率
50
％
上
限
80
万
円
）。

　

排
水
設
備
工
事
を
す
る
人

　

へ
の
補
助
金

【
下
水
道
普
及
促
進
補
助
金
制
度
】

�

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら

３
年
以
内
に
排
水
設
備
工
事
を

行
う
人

【
融
資
あ
っ
せ
ん
利
子
補
給
制
度
】

（
供
用
開
始
年
度
を
問
わ
ず
利
子
を

全
額
補
給
す
る
制
度
）

�

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
て

排
水
設
備
工
事
を
行
う
人

※�

制
度
併
用
可
能
。
各
制
度
に
申

込
要
件
が
あ
る
た
め
、
工
事
を

依
頼
す
る
指
定
下
水
道
工
事
店

ま
た
は
左
記
ま
で
要
問
合
わ
せ
。

�

水
道
課
給
排
水
担
当
☎

（
22
）４
５
１
１

　

自
生
山
菜
の
放
射
性
物
質

　

に
ご
注
意
を
！

　
自
生
山
菜
の
シ
ー
ズ
ン
、
次
の

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
▼
自
生

山
菜
は
、
生
育
環
境
の
違
い
に
よ

り
放
射
性
物
質
の
濃
度
に
ば
ら
つ

き
が
あ
り
ま
す
。
通
信
販
売
を
含

め
、
検
査
を
徹
底
し
安
全
性
を
確

認
し
て
か
ら
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
に
コ
シ
ア
ブ
ラ
は
、
過
去
に

県
内
産
で
基
準
値
を
超
え
る
放
射

性
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
主
検
査
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

森
林
整
備
課
林
業
振
興
担
当

　

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

�

４
月
６
日
㈫
～
15
日
㈭

　
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
。

思
い
や
り
と
ゆ
ず
り
合
い
の
気
持

ち
を
持
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
は
横
断
歩
道
で
の
安
全
確

認
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

環
境
生
活
課
生
活
安
全
担
当

　

春
の
火
災
に
ご
注
意
を
！

≪
春
季
火
災
予
防
運
動
≫

４
月
９
日
㈮
～
22
日
㈭

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が

発
生
し
や
す
く
、
強
い
季
節
風
に

よ
り
大
火
に
な
り
や
す
い
時
期
で

す
。
火
の
元
に
は
十
分
に
気
を
付

け
、
自
宅
周
辺
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■�

全
国
統
一
防
火
標
語
／
「
そ
の
火

事
を
防
ぐ
あ
な
た
に
金
メ
ダ
ル
」

―
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
―

10
時
～
20
時

消
防
車
両
に
よ
る
巡
回
広
報

�

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
米
沢

消
防
署
北
部
出
張
所
☎（
36
）

０
０
３
２

�

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
自
宅
の
設
置
状
況

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

≪
春
季
消
防
演
習
≫

４
月
18
日
㈰

�【
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
】８
時
～
８

時
30
分（
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
米
沢

駅
前
店
、
一
部
交
通
規
制
・
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。）【
分
列
行

進
・
演
習
】９
時
10
分
～
10
時
50

分（
市
立
病
院
前
松
川
河
川
敷
）

�

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
米
沢

消
防
署
東
部
分
署
☎（
26
）

２
０
４
１
ま
た
は
防
災
危
機
管

理
課
地
域
防
災
担
当

　

新
し
い
窪
田
コ
ミ
セ
ン
の

　

開
館

　
窪
田
コ
ミ
セ
ン
は
、
４
月
１
日
㈭

か
ら
、新
た
な
施
設
に
移
転
し
ま
す
。

■�

新
住
所
・
電
話
番
号
／
窪
田
町

窪
田
６
３
８-

４
・
☎（
37
）

５
０
４
４（
変
更
な
し
）

社
会
教
育
課
指
導
管
理
担
当

�

一
般
の
貸
室
利
用
は
４
月
10
日

㈯
か
ら
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

私
道
舗
装
等
整
備
事
業

　

予
備
調
査
受
付

�

沿
道
に
３
戸
以
上
の
家
屋
が
あ

り
、
幅
員
が
１・
８
ｍ
以
上
、

延
長
が
お
お
む
ね
35
ｍ
以
上
の

生
活
道
路
※
側
溝
工
事
や
道
路

の
補
修
舗
装
も
対
象
。

■�

助
成
内
容
／
工
事
費
の
２
分
の

１
以
内

４
月
23
日
㈮

土
木
課
管
理
担
当
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　ここ 10 年来、心不全で入院す
る患者が増えています。心不全は
繰り返しながら死に至る病気で
す。日本循環器学会と日本心不全
学会では予防・啓発のため 2017
年 10 月に「心不全の定義」につ
いて「心臓が悪いために、息切れ
やむくみが起こり、だんだん悪く
なり、生命を縮める病気です」と
発表しました。
　心不全の始まりは高血圧や糖尿
病などのいわゆる生活習慣病で、
症状がなくてもこれらの病気を

持っていれば心不全のステージA
（図※）です。この段階で必要な治
療を受けないと、心臓の肥大や動
脈硬化が進みやがて心不全を発症
します（ステージC）。治療しても
何度も入退院を繰り返し（ステー
ジD）、命を縮める病気です。日

本人の心不全による 5年生存率は
50%と予後は決して良くありませ
ん※。検診で高血圧や脂質異常を
指摘されたら、心不全の発症を予
防するため早めに指導や治療を受
けましょう。心不全の前段階だと
いう自覚を持つことが大切です。

〈今月のドクター〉
第一内科部長　平カヤノ 医師

　平成 27 年度に実施された山形
県コホート研究（疫学的調査）に
よると、米沢市の推定 1 日食塩
摂取量（成人 1人あたり）が 12.1
ｇと全国や県内の自治体と比べる
と、高い値にあることがわかりま
した。食塩摂取量が増加すると、
高血圧や糖尿病の罹患率が高まる
ことがわかっています。
【企業を対象とした適塩教室】
　働き盛り世代への適塩に対する
意識づけや食生活の改善を促すこ
と、企業の健康経営や従業員の健
康管理のお役に立てていただくこ

とを目的として、市内企業に勤め
る従業員を対象に、尿検査による
推定食塩摂取量の測定や、食事調
査を行い、その結果をもとに健康
講話（講師：県立米沢栄養大学 金

かな

谷
や
由
ゆ
希
き
氏）を実施しました。

　尿検査による推定食塩摂取量は
平均 8.9 ｇで山形県の目標 8.0 ｇ
を超えていることがわかりまし
た。また、体格を 3群に分けて摂
取量を比較すると「やせ群」8.0
ｇ、「ふつう群」8.5 ｇ、「肥満群」
9.9 ｇと、「肥満群」の摂取量が多
いという傾向がみられました。
　参加者からは「食塩摂取量の検

査によって現状が見える化でき、
減塩に対する意識が高まった」な
どの感想がありました。
【令和２年度参加協力企業】
・株式会社 井上精工 様
・株式会社 データシステム米沢 様
・日本刃物株式会社 様
・株式会社 パルコモード 様
上記４社は、「健康経営優良法人
2021」に認定されています。

減塩に関する健康講話

※急性・慢性心不全診療ガイドライン（日本循環器学会2017）より

〈第 93 回〉�
心不全が増えています
■�問合せ／市立病院総務課企画財務担当☎ 22-2450

〈第 36 回〉
「しょっぱい」が「しっぱい」になる前に
～今日から始めよう適塩生活～
■�問合せ／健康課健康企画担当☎ 24-8181
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 Tyler's Essay
 What's the T ?

Vol.12

（日本語訳）
　日本の春と聞くと、気温の上昇
や、新年度の始まり、桜などが思
い浮かぶことでしょう。アメリカ
にもこのような春の文化があるこ
とを知っていましたか？
　ワシントン D.C. には、桜の寄
贈から始まった100 年以上も続
く日本との友好関係があります。
1912 年、ワシントン D.C. は東
京都から約3千本の桜の木をもら
い受け、タイダル・ベースン（D.C. に
ある人工湖）の周りに植えました。
　1927年には、日本の文化を祝
う「さくらまつり」が開催されまし
た。そして、桜の寄贈から約100
年以上も経過した現在、桜を見る
ために、毎年150万人以上の人
がアメリカの首都を訪れています。

     Spring in Japan 
m e an s  h i gh e r 
temper atures , 
a  n e w  f i s c a l 
year, and cherry 
blossoms. But did you know that we 
have these spring traditions in the 
U.S. as well?
    There is a 100+ year history of 
friendship with Japan that started 
with cherry blossoms. In 1912, ~3000 
cherry blossom trees were given to 
America’s capital from Tokyo and 
were planted along the Tidal Basin. 
    In 1927, a Japanese culture 
celebration event called the National 
Cherry Blossom Festival was held. 
Almost 100 years later, 1.5 million+ 
people visit D.C. every spring to 
view the cherry blossoms―just like 
in Japan!

　今号から新しい連載企画とし
て、米沢市の文化財を紹介する「よ
ねざわ文化財散歩」を始めます。
　第１回目は、米沢で最も有名な
文化財であり、米沢市上杉博物館
に収蔵されている国宝「上杉本洛
中洛外図屏風」を紹介します。
　洛中洛外図とは、京の都を一望
し、洛中（市中）と洛外（郊外）の
四季と、そこに生活する人々の風
俗を描き込んだものです。本屏風
は、室町時代後期に描かれた初期
洛中洛外図の１つでありながら保
存状態が良く、作者は桃山絵画そ

米沢市国際交流員
タイラー・バートン

● �YIRA KIDS CLUB　		
エッグハンティング

■日時／ 4月17日㈯14時～ 15時
■場所／里山ソムリエ
■費用／こども 300円
■対象／幼児
● 4 月の YIRA 交流講座
○Weekend English 4月10日㈯
○英語交流講座 4 月 14日㈬
○中国語交流講座 4 月 20日㈫
○日本語カフェ&お花見 
　4月 24日㈯

米沢市国際交流協会（YIRA）
米沢市国際交流プラザ「アーカス」
置賜総合文化センター１階
☎ 33-9146 yira@omn.ne.jp
ホームページ▷
www.yira-yonezawa.org

YIRA NEWS

して狩
か
野
のう
派を代表する狩

か
野
のう
永
えい
徳
とく
で

す。画面は金雲を巧みに用い、権
力者から庶民の屋敷、寺社などの
名所と共に、2,500 人もの人々が
活き活きと描かれています。
　この屏風は、天下統一を狙う織
田信長が、天

てん
正
しょう
2 年（1574）に上

杉謙信へ贈ったもので、その後は
旧米沢藩主上杉家で大切に保管さ
れてきました。昭和 28 年に重要
文化財に指定され、平成元年の米
沢市市制 100 周年の年に上杉家
から本市へと寄贈されました。そ
して、平成 7年に国宝となります。

　直近では、米沢市上杉博物館で
開催される開館 20 周年記念特別
展「上杉鷹山の生涯～藩政改革と
家臣団～」の前期日程（4月 17日
～ 5月 16 日）で、原本が展示さ
れます。この機会にぜひとも御覧
ください。

国宝「上杉本洛中洛外図屏風」

ワシントン D.C. の桜
Cherry Blossoms of D.C.

〈第１回 前編〉

紙
し

本
ほん

金
きん

地
じ

著
ちゃく

色
しょく

洛
らく

中
ちゅう

洛
らく

外
がい

図
ず

狩
か

野
のう

永
えい

徳
とく

筆
ひつ

　六
ろっ

曲
きょく

屏
びょう

風
ぶ

（上杉本洛中洛外図屏風）

文化財
散歩

よねざわ
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シショョーールルーームムでではは、、最最新新のの水水ままわわりり（（おお風風呂呂・・キキッッチチンン・・トトイイレレ等等））やや、、住住宅宅設設備備品品、、

エエアアココンンをを展展示示ししてておおりりまますす。。「「新新築築」」やや「「リリフフォォーームム」」ををおお考考ええのの方方ははももちち

ろろんん、、中中古古住住宅宅のの購購入入やや建建替替ええををごご検検討討のの方方、、古古民民家家ののごご相相談談ななどど、、住住宅宅のの

ここととなならら何何ででももごご相相談談くくだだささいい。。※※ごご予予約約のの方方優優先先ででののごご案案内内ににななりりまますす。。

広
告

き
も
の
議
会

本
会
議
場
は

華
や
か
な
雰
囲
気
に

か
も
し
か
ク
ラ
ブ
修
了
式

一
年
生
に
な
っ
て
も
交

通
安
全
を
忘
れ
ず
に
！

米
沢
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

技
術
を
生
か
し
た

も
の
づ
く
り
が
集
結

2

木
25

3

木
4

3

木
4

　
市
内
の
幼
稚
園
な
ど
の
園
児
が

交
通
安
全
を
学
ぶ
か
も
し
か
ク
ラ

ブ
。
こ
の
日
は
、
か
し
の
み
幼
稚

園
で
修
了
式
と
今
年
度
最
後
の
交

通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
専
門
指
導
員
か
ら
、

卒
園
す
る
園
児
に
修
了
証
が
手
渡

さ
れ
た
あ
と
、
交
通
安
全
の
お
話

を
聞
い
た
り
紙
芝
居
を
見
て
、
か

も
し
か
ク
ラ
ブ
で
こ
れ
ま
で
学
ん

だ
交
通
ル
ー
ル
の
お
さ
ら
い
を
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ス
ト
ッ
プ
の
お
約
束

を
行
い
、
４
月
か
ら
の
登
下
校
で

の
交
通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

　
市
議
会
３
月
定
例
会
の
初
日
、

現
庁
舎
で
は
最
後
と
な
る
「
き
も

の
議
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

き
も
の
議
会
は
、
本
市
の
名

産
品
の
一
つ
で
あ
る
米
沢
織
の

良
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
、
米
沢
織
産
業
を
活
性
化

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
54

年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今

回
で
43
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
会
議
場
は
、
様
々
な
色
の
米

沢
織
に
身
を
包
ん
だ
議
員
と
当
局

職
員
が
集
ま
り
、
桜
も
飾
ら
れ
、

華
や
か
な
中
に
も
厳
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
米
沢
織
の
需
要
回
復
・
消
費
喚

起
を
目
的
と
し
て
、東
北
整
練
㈱
、

粟
野
商
事
㈱
、
㈱nitorito

、
㈱

ア
ト
リ
エ
フ
ォ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
４

ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
米
沢
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
市
役
所
で
行
わ
れ
た
製
品
展
示

で
は
ス
ト
ー
ル
や
ス
カ
ー
ト
、
ト

レ
ン
チ
コ
ー
ト
な
ど
が
並
び
、
足

を
止
め
て
見
入
る
来
庁
者
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
実
際
に
見

て
触
れ
る
こ
と
で
、染
め
、織
り
、

編
み
、
縫
製
の
高
い
技
術
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●ボードゲーム☆アカデミア
■�日時／４月29日（木・祝）	 	 	
① 10 時～ 12時② 13時～ 15時

■�内容／世界のボードゲームで遊ぼう！
■�対象・定員／①小 4～ 6の児童と保護
者・８組②どなたでも・20人

■参加費／無料　■場所／ナセ BA
■�事前申込／～４月 23日㈮（先着順）
■�申込先／社会教育課☎ 21-6111

●背骨コンディショニング講座
■�日時／①５月10日㈪10時～②６月４
日㈮19時 30分～（各1時間30分）

■�内容／体を動かし、背骨の歪みを整え
ていきます。

■�対象・定員／どなたでも・各 15人
■参加費／100円　■場所／六郷コミセン
■�事前申込／４月５日㈪～
�■申込先／六郷コミセン☎ 37-5278

●身体スッキリ！水曜のびのび体操
■�日時／５月 12日㈬～７月 28日㈬		
毎週水曜 13時 30分～ 14時 30分

■�内容／スポーツトレーナー指導のも
と、体操を行います。（全 12回）

■�対象・定員／ 15 人
■参加費／1,500円　■場所／愛宕コミセン
■�事前申込／４月５日㈪～
■�申込先／愛宕コミセン☎ 38-2877

イベント情報！みなさん参加してみませんか？
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広
告A:１回無料 B:1 回ワンコイン C:１ヶ月 （有料）

…曜日・時間を選んで頂いての１回又は、１ヶ月（４回）の体験
　※対象：子ども：スイミング・ダンス・バレエ・英会話
 　　　　 大人：スイミング/パドルバイク/スタジオ

（別途入会登録料2,750円 (税込) がかかります。）

春の体験会募集中‼

（６,６００円）

100％OFF ●マイティスイミング倶楽部米沢
●オーシャン・イングリッシュ・クラブ米沢校
●ガウディア米沢教室（幼児～小学生の学習教室）

3 ～５月

日能研関東と河合塾グループが作った学習教室
　ガウディア米沢教室（対象：幼児～小学生）
・学習教室のみ（4/10 まで 2週間無料体験算数・国語）
※クラスの人数によっては受付できないクラスもあります。
　料金・時間等詳しくは当倶楽部へお問い合わせ下さい。

オリジナルタオル・
スイミングキャップ
などプレゼント！！

入会金 〒992-0012米沢市金池7丁目８-13
TEL：0238-22-3644

入会特典

検索 マイティスイミング

「まちの話題」で取り上げてほしい写真や情報をお待ちしています。
お気軽にお問い合わせください。　■問合せ／秘書広報課広報広聴係 ☎ 22-5111

ア
イ
デ
ア
を
育
て
る
会

独
自
の
視
点
で
ま
ち

づ
く
り
の
種
を
発
表

災
害
時
物
資
輸
送
等
に
関
す
る
協
定

災
害
時
の
備
え
を

よ
り
万
全
に
！

3

月
8

3

火
16

大河ドラマ決定までの道のり　日が長くな
り、寒さも和ら
いできて春が近
づいてきたなと
感じます。春本
番を告げる上杉
まつりの延期が
決定し、少し寂しい春
を迎えそうですが、新
年度も新たな気持ちで、
皆さんの心に届く広報
誌を作っていきたいと
思います。
　今号からの新しい連
載企画として「よねざわ
文化財散歩」が始まりま
した。米沢市の文化財
をわかりやすく紹介し
ていきますので、ぜひ
チェックしてみてくだ
さいね。（松浦）

　
米
沢
全
体
の
高
付
加
価
値
化
を

目
指
す
米
沢
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業

の
一
環
と
し
て
、
革
新
的
な
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
ア
イ
デ
ア
を
発
表

す
る
「
ア
イ
デ
ア
を
育
て
る
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
業
界
や
繊
維
業
界
な
ど
、

多
様
な
背
景
を
持
つ
人
々
が
参
加

し
、
米
織
の
振
興
を
図
る
「
袴
を

着
た
く
な
る
ま
ち
米
沢
」
や
米
沢

の
Ａ
か
ら
Ｚ
ま
で
を
決
め
る
「
米

沢
Ａto

Ｚ
総
選
挙
」
な
ど
、
独

自
の
視
点
か
ら
ま
ち
を
盛
り
上
げ

て
い
く
企
画
が
発
表
さ
れ
、
市
長

な
ど
が
講
評
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
市
の
歴
史
親
善
友
好
都

市
で
あ
る
南
魚
沼
市（
旧
六

日
町
）
は
、
米
沢
藩
初
代
藩

主
・
上
杉
景
勝
公
と
、
そ
の

家
臣
で
米
沢
の
基
礎
を
築
い

た
直
江
兼
続
公
の
生
誕
の
地

で
す
。
今
冬
、
大
雪
に
よ
る

車
の
立
ち
往
生
が
報
道
さ
れ

た
こ
と
で
も
分
か
る
よ
う
に
、

本
市
に
勝
る
豪
雪
地
帯
で
す
。

　
そ
の
雪
国
で
、
兼
続
公
は

上う
え
だ
の
し
ょ
う

田
庄
坂
戸
城
主
・
長
尾

政
景（
謙
信
公
姉
の
夫
、
景

勝
公
父
）
の
家
臣
、
樋
口
兼

豊
の
長
男
と
し
て
誕
生
し
、

上
杉
家
重
臣
の
直
江
家
を
継

ぎ
、
生
涯
、
景
勝
公
を
支
え

ま
し
た
。

　
兼
続
公
の
大
河
ド
ラ
マ
化

を
願
い
、
私
も
含
め
、
南
魚

沼
市
と
本
市
の
人
々
が
連
携

し
て
長
年
推
進
活
動
を
行
い
、

念
願
叶
っ
て
平
成
21
年
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
が
「
天
地

人
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
ド

ラ
マ
冒
頭
、
八
海
山
に
た
た

ず
む
兼
続
公
の
姿
は
今
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
南
魚
沼
市
で
中
心

と
な
っ
て
活
動
さ
れ
た
の
が

「
上う
え
だ
し
だ
ん
か
い

田
史
談
会
」
で
、
特
に

熱
心
だ
っ
た
の
が
大お
お
し
ま
よ
う
ぞ
う

嶋
要
三

会
長
で
す
。
大
嶋
さ
ん
が
昨

年
末
に
亡
く
な
ら
れ
、
私
も

遺
稿
集
へ
追
悼
文
を
寄
稿
す

る
こ
と
に
な
り
、
過
去
の
軌

跡
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
南

魚
沼
市
と
本
市
の
友
好
関
係

や
大
河
ド
ラ
マ
化
に
関
し
て

大
嶋
さ
ん
の
果
た
し
た
功
績

は
大
き
く
、
改
め
て
大
嶋
さ

ん
の
尽
力
に
敬
服
い
た
し
ま

し
た
。

　
「
上
杉
の
城
下
町 

米
沢
」を

愛
し
て
く
だ
さ
っ
た「
景
勝
公

と
兼
続
公
の
ふ
る
さ
と
」の
大

嶋
要
三
さ
ん
、
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
災
害
に
備
え
て
民

間
企
業
な
ど
と
災
害
協
定
を
締
結

し
、
災
害
対
応
力
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
時
に
食
料
や
衣
料

品
な
ど
の
救
援
物
資
を
避
難
所
に

届
け
る
た
め
、
配
送
や
仕
分
け
の

専
門
知
識
を
持
つ
ヤ
マ
ト
運
輸
株

式
会
社
と
「
災
害
時
に
お
け
る
物

資
輸
送
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
救
援

物
資
な
ど
を
迅
速
に
被
災
者
の
も

と
に
届
け
る
た
め
の
体
制
が
強
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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旧
米
沢
高
等
工
業
学
校
本
館

第 

５ 

回　

�

近
代
化
産
業
遺
産

沢
米

産
遺

〜
未
来
に
伝
え
た
い

　
　先
人
の
挑
戦
と
創
造
〜

▲旧米沢高等工業学校本館

▲秦逸三

学
園
都
市
米
沢
の
幕
開
け

　

本
市
が
学
園
都
市
と
い
わ
れ
る
由
縁
は
、

約
８
万
人
の
人
口
に
対
し
、
山
形
大
学
工
学

部
・
米
沢
女
子
短
期
大
学
・
米
沢
栄
養
大
学

の
３
つ
の
大
学
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
最
初
に
設
置
さ
れ
た
山
形
大
学
工
学
部
の

前
身
と
な
る
米
沢
高
等
工
業
学
校
は
、
明
治

43
年
10
月
１
日
、
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
名

古
屋
・
熊
本
・
仙
台
に
続
い
て
、
全
国
第
７

番
目
の
高
等
工
業
学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し

た
。
当
時
の
帝
国
大
学
が
重
化
学
工
業
・
土

木
・
鉱
業
関
連
の
学
科
を
中
心
と
し
て
い
た

の
に
対
し
、
高
等
工
業
学
校
は
繊
維・窯
業・

醸
造
と
い
っ
た
軽
工
業
や
、
江
戸
時
代
以
来

の
伝
統
を
持
つ
在
来
産
業
関
連
の
学
科
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
米
沢
に
開
校
さ
れ
た
大
き
な
要
因
は
、
上

杉
鷹
山
が
産
業
化
の
礎
い
し
ず
えを
築
い
た
米
沢
織
物

に
代
表
さ
れ
る
繊
維
工
業
が
、
東
北
地
方
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ

で
も
誘
致
に
あ
た
っ
て
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
都

市
は
多
く
、
敷
地
を
米
沢
市
、
建
築
費
を
山

形
県
と
米
沢
市
が
寄
付
を
し
て
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
19
年
に
米
沢
工
業
専

門
学
校
に
改
称
、
同
24
年
に
新
制
の
山
形
大

学
工
学
部
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
先
駆
者
を
輩
出

　

明
治
45
年
、
秦は

た

逸い
つ
ぞ
う三

が
米
沢
高
等
工
業

学
校
応
用
化
学
科
の
講
師
と
し
て
赴
任
し
、

ビ
ス
コ
ー
ス
法
に
よ
る
人じ
ん
ぞ
う造
絹け

ん

糸し
（
レ
ー
ヨ

ン
）
の
研
究
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。
ビ
ス

コ
ー
ス
法
と
は
、
木
材
パ
ル
プ
を
水
酸
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
で
処
理
し
、
二
硫
化
炭
素
を
加
え

て
精
製
し
た
水
溶
液
を
噴
出
さ
せ
て
糸
を
作

る
方
法
で
す
。
逸
三
は
研
究
過
程
で
何
度
も

二
硫
化
炭
素
中
毒
で
倒
れ
な
が
ら
も
、
大
正

４
年
に
日
本
で
初
め
て
人
造
絹
糸
の
製
造
に

成
功
し
ま
し
た
。

　

逸
三
は
大
正
５
年
に
米
沢
高
等
工
業
学

校
を
退
官
し
、
人
造
絹
糸
産
業
視
察
の
た

め
欧
米
へ
赴
き
ま
す
。
大
正
７
年
に
帝
国

人
造
絹
糸（
現
在
の
帝
人
）
が
設
立
さ
れ
る

と
、
逸
三
は
取
締
役
兼
米
沢
工
場
技
師
長
に

就
任
し
て
人
造
絹
糸
の
工
業
化
に
成
功
し
ま

し
た
。
天
然
繊
維
か
ら
人
造
繊
維
へ
大
き
く

変
化
す
る
時
代
の
流
れ
に
乗
り
、
米
沢
工
場

は
一
時
４
０
０
人
近
い
従
業
員
を
抱
え
て
お

り
、
人
造
絹
糸
製
造
は
米
沢
の
一
大
産
業
と

な
り
ま
し
た
。

　
帝
人
は
、
大
学
で
の
研
究
成
果
を
基
に
事

業
化
・
創
業
す
る
「
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

の
先
駆
け
で
す
。

秦
逸
三
の
挑
戦
と
創
造
の
場
を

未
来
へ
伝
え
る

　
秦
逸
三
が
挑
戦
と
創
造
の
日
々
を
送
っ
た

米
沢
高
等
工
業
学
校
本
館
は
、
文
部
省
建
築

課
の
設
計
技
師
中
島
泉
次
郎
の
設
計
に
よ

り
、
明
治
43
年
７
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
当

時
と
し
て
は
モ
ダ
ン
な
木
造
二
階
建
て
の
洋

風
建
築
の
建
物
で
す
。
昭
和
48
年
に
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
平
成
５
年

に
完
成
し
た
現
在
の
米
沢
駅
舎
の
モ
デ
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
近
代
化
を

物
語
る
存
在
と
し
て
、
平
成
20
年
度
に
近
代

産
業
化
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、「
も
の

づ
く
り
」
の
ま
ち
米
沢
の
象
徴
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

旧米沢高等工業
学校本館

山形大学
工学部

南米沢駅

第二中

上杉神社

文

林泉寺

ナセ
ＢＡ

伝国の杜

九里学園高校

文

北 　
未
来
に
伝
え
た
い
先
人
の
挑
戦
と
創
造「
米
沢

遺
産
」
は
、
今
号
が
最
終
号
と
な
り
ま
す
。


